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２試験方法

③試験期間

一色一Ｄｐ－

◎供試雛並に区分

初生雛当場産雄系統間交配もの～
Ｐ
’
■

－６４－ ＝

回数 開始時 終了時 備考

轍
“
講

回
回
回

１
２
３

第
露
第

３Ｌ９２９

３２Ｌ１３

３２８１３

３Ｌ１Ｚ２１

３２４６

ａ２１Ｌ４

各国共，品題歴間雑種の比較は12週間

ホルモン移植試験は８週よ、１２週

までの５週間

試験回数 憧類 開始時
8週始ホルモン移極寺

区分 羽数
，傭考

第一回

Ｎ、Ｈ

Ｎ、Ｈ、Ｆ逆

５．
● Ｒ

４５

４５

４５

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

２２

２２

２１

２１

２２

２３
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8週始ホルモン移植時
瞳類 備考試験回数

Ｐ

？． 型
一
率
一
辺

ＳＨＥ逆

鯏一回

Ｗ・Ｌ
ｈの

軍
一
四
一
畷
一
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
ロ

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

現
力
の

，
済
賢

ＢＰ

Ｗ・Ｌ鮪二回

〔菌 対照区

ホルモン区

ＳＲ

Ｗ、Ｌ
１９ホルモン区

対照区

ホルモン区

汕
一
和
｜
疽
一
疽
’
四

ＢＰＦｌ正

鮒三回

対照区顕
週 ＳＲＦｌ正

ホルモン区

対照区
ＮＨＦ１正

１９ホルモン区

(註）白色レグホーン瞳Ｗ・Ｌｊ鋤プリマスロツク種ＢＰｐ－ドアイランルツ卜種ＳＲ

ニューハンプシャー瞳ＮＨ

白色レグホーン種８

白色レグホーン種ｓｘＮＨＦ，正ロードアイランルツト極早 ｘＳＲＦ，正
ニューハンプシャー随早

口?１

ロー'３アイランドレツ卜厘ｓ

ｘＳＲＦ，逆
白色レグホーン種２

白色レグホーン僅

横斑プリマスロツク霞

ｓ

ｘＢＰＦ１正
早

ニューハンプシャー唾Ｓ

ｘＮＨＦ，逆
白色レグホーン趣９

－６５－
ユ



r1IiIilYlIiilIIlllIlllulllllllllllllllll

・
マ
ノ

アー免蜀

［|小口
E壜二

１－
１
鯵
１
１

雨州厨し叶い鬮］ lｌｌＦ・Ｉ’

ｒ１

Ｌ」

、と
c、

B４Ｅ

‐
⑤

仁し韮

配合割合は農技研森本博士の御厚意によ''〕特に設計願ったものであ爵。

⑥飼養管理、概要

育雛器は箱型遜熱温床式冷室の運動場付に餌付よｈ７週末まで各区それぞれ収容し８週始

各区才２群にわけ．１群にホルモンの移植をなし各群別に鶏舎に移動した。

飼料は練餌とし，７週末まで１日４回給与し８週よ(')１日３回給与した。

緑餌は濃厚飼料の琢量とし小松菜才使用しﾌﾟﾋ。

コクシヂウム症の治療としてノサキリンを投与した。その他は当場の慣例による。

餌付時雛に翼帯方附し試験開始前及び毎固末に体重才測定記録し飼料給与量は雛の摂取状

態によ'')増減し，常に残餌のない様に努め各区毎日その給与量才記録しﾌﾞ島

①参考

木試験を行うに先たちホルモン移植の予備試験方行った成績は次の通、であぃ本試験とも

関連があるｍで参考までに記す６

１供試雛：ふ化後８０日雛．単冠白色レグホーン種６０羽

２試験期間：３Ｌａ９～３１．６１８４０日間

ａ癸清成績：開始ｆＦ４Ｆ６０羽存２群に別ち１群左対照1群にホルモン錠１羽１錠宛所定の

方法によの要項部に挿入した。

い
た
サ
ド
。
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□
Ｐ
Ｐ
一
９
年

韻

Ｆ『Ｉ

《、
に↓

筒

少』

ベ－

鑓霧『｜言寸．⑰
ｒ・宙．。｜］吾‐総］

モ

－６６－ 鰹■
鐸】Ｊ

蕊.／

区分

玉
蜀
黍

小
麦

脱
脂
米
糠

駁

魚
粕

大
豆
粕

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

食
塩

粉
末
肝
油

カ
ル
シ
●
ワ
ム

第
二
燐
酸

抗
生
物
質

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

計） Ｐ・Ｔ TＤＮ

餌付よｈ
３４日まで

３５日よ、

７０日まで

７１日より
８４日まで

４０

４０

４０

１５

１７

２０

1０

１０

1２

１０

1２

1２

1２

１０

７

1０

８

６

２
２
２

０５

０５

０５

０１

０１

０１

０２５

０２５

０２５

０１

０１

０１

００５

００５

００５

１００

１００

１００

２０４

l８９

１ＺＯ

６４」

６４２

６４２
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皮下に挿
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４育成成績：

【1４１６

＆９ｌｂ

ａ試験成絞並に考察

ａ育雛成紙

0１６

し８週始

｡

§の摂Ibi状

企

:試験とも

E宛所定の

－６７－

ＬＣレーニ

千

裂き⑤．

Ｔ
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９８

０Ｚ

区分

対照区

ホルモン区

開始時

１１２８３

１１２８３

１０日目

1，３０４８

１１４８９

２０Ｅ圏

Ｌ４２０２

１３４３３

３０日目

1，５２０ ７

1４８３７

４０日目

１６２ｺ３

１５９２５

増体赴

495LＯ

４６４２

増体ａｔ

指数

1００

ｇａ８

区分

対照区

対照区

ホルモン区

開始時

３０

３０

9膳死

１０日目まで

１

３

２０日目まで ３０日目まで

２

１

４０日目まで 終了時

２７

２６

試験回数 種類
開始

羽数

鼈死

藩７
・
数羽 区分

鞆
数羽 蝿死

12週末

羽数
青IH6率

回
回

鐸
壼

ＮＨ

ＮＨＦ１逆

ＳＲ

ＳＲＦ１逆

Ｗ Ｌ

ＢＰ

ＷＬ

４５

４５

４５

４５

４５

３５

３１

１

３

８

１

４４

４２

４５

４５

４５

２７

３４

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

２２

２２

２１

２１

２３

２２

２３

２２

２３

２２

１３

１４

１７

１７

１

１

１

２２

２２

２０

２１

２３

２２

２３

２１

２３

２２

１３

１３

１７

１７

ｇＺ８

ｇＬ１

１０００

ｇＺ８

１０００

７４．３

９７１

IＤＮ

６

６４２

６４２
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育雛成績は上表の通りである強健性については供用羽数も少くその他系統間の相性等ある

ので上表によ『)決定出来ないが種間雑腫（Ｆ１）必ず強健とは云えないと思う。

①発育成績単位ｇ

各区平均の発育成績下表の通ｎである。

１）純粋厳、発育成績はＮＨＩ,エＷＬ１００に対して１１０～１２０である。

Ｆ１の発育嗣亙は正逆並に品傲間の間に大きな差異は見られないがＷＬ１００に対し

て１１０～１２０であ盃。

２）ホルモンを移植することによ'')増体率は必ず良いとはいえないと思う。

３）ホルモン移植直後の雛の状態・

ホルモン春挿入すろことによ、挿入後４５日頃よｈ挿入部位並に顔面が膨張し一部に紫

色存呈し始め２週頃よ''１正常な状態に復した。尚移植直後の増体重は下表の通ｎである。

－６８－

、□

Ｐ-

ＤＪ１，．

０

§iii嬢よ：

一
一
』
』
■
し
ｂ
ｐ

謡

薦二回

第三回

麗類

ＳＲ

ＷＬ

ＢＰＦ
１
正

ＳＲＦ
１
正

ＮＨＦ
１

正

開始
羽数

３５

４０

４０

４０

４０

繁死

１

２

１０

２

7週末
羽数

３４

３８

４０

３０

３８

区分

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

８週姶
羽数

１７

１７

１９

１９

２０

２０

１５

１５

１９

１９

整死

３

２

３

１？頑

末羽数

１７

１７

１９

１６

１８

１７

１５

１５

１９

１９

育雛率

ｇＺ１

８Ｚ５

８Ｚ５

７日０

９５LＯ

回
数
第
回

箪
二
回

鯖
一
一
一
側
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対照 １３ラ４３

１２３６８

１３１

１０９８０レモン区

ある

対し

グ

3に紫

邑ある。

ホレモ宅［

ホルモ垣

－６９－

=g991ql6ii､qH9u聾g悪Q99U9Un--…

Ｍ
故 種類

開始
時

7週末 増体迂
増体赴
指数

区分 ８週始 終了時
8週よ
、の増

体丘

増体五
指数

鞆
威
二
仙

鮪
三

川Ｉ

ＮＨ

ＮＨＦ
１
逆

ＳＲ

ｓＲＦ１逆

ＷＬ

ＢＰ

ＷＬ

ＳＲ

ＷＬ

ＢＰＦ
１
正

ＳＲＦ正

ＮＨＦ
１
正

３５L５

３２８

３４５

３４６

３４３

３４３

３５L１

３Ｚ５

３日２

３６３

３５i９

３Ｚ６

５４２９

５４Ｚ９

５３２６

５２２９

４９２３

５６日５

５５Ｌ７

５３８４

５３Ｌ３

５１９２

５３９６

５８６７

５oz４

５１ａｌ

４９８１

４９ｺ３

4５８０

５３１２

５１６６

5００９

４９６１

4８２９

５０ｺ７

５４９１

１１０８

１１２５

1０８７

１０Ｚ７

1００

１０２８

1００

ｇＺＯ

１００

ｇＺ３

１０Ｌ５

１１０７

対照区

ｵﾏﾚﾓﾝ区

対照区

ｵﾏﾚﾓﾝ区

対照区

ボレモン区

対照区

ﾎﾙｰﾓﾝ区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ｵﾏﾚﾓﾝ区

対照区

ポレモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ｵｺ吟Eﾝ区

対照区

ホレモ己桓Ｅ

対照区

ホ'吟E垣

５０８１

５７Ｚ７

５４２９

５５ｺ’

５１４１

５５Ｌ５

４９９３

5５９４

４５８８

５０００

563L２

ﾗ６Ｚ７

５５２５

５５０８

５３８４

５３８３

５２６７

５３２９

５１曰９

５２２６

５５日’

５４６５

5８６０

５８Ｚ４

L３５４３

L４９３ＬＯ

1，２８８０

L３１Ｌ２

Ｌ２１４１

１．２３Ｇ８

1．２６０７

１．３１５L，

LＯ９Ｚ４

1．０９８０

Ｌ３０Ｌ２

１，３２日４

1．１５９４

L１８ａ５

Ｌ２６８５

L２５９４

１．１９Ｇ５

L２０６４

Ｌ２５５Ｌ３

Ｌ３０９７

Ｌ３１Ｚ９

L２８８０

L３６貝７

1３８２６

８４６２

ｇ１ａ３

７４貝１

７５８１

７０００

６８貝３

７６１．４

７５＄

６３８６

５９８０

７３８０

７５２７

６０６９

６３２７

７３０１

７２Ｌ１

６６９８

６６８５

７３９４

７８２１

７６２８

７４Ｌ５

７７９７

７９日２

１３２５

１４ａ８

１１６７

1１８７

1０９６

l０Ｚ３

1１９２

1１８５

1００

9ｺ６

l２Ｌ６

1２４．８

1００

１０４３

1２０２

1１８８

１００

９９８

１１０４

l１Ｚ５

１１３L９

1１０７

１１６４

１１８７
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－－し－

１凸同一￣

鴬｢■戸｝Ｐ
ｒ
ｑ

－７０－

ひ■DQc

Ｌ

Ｃ
ウ
。
二
口
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｜
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｝
〉
の
セ
ロ
炉
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Ｃ
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二』△

Ｕ

回数 衝類 区分
7週末エｈ８週
までの増体肚

予備 ＷＬ
対照区

本'レモン区

１７６５

２０６

ＮＨ
対照区

ホルモン区

１２８４

１４８２

第一回

ＮＨＦ
１
逆

ＳＲ

ＳＲＦ，逆

ＷＬ

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホ'レモン区

１１００

１２６３‐

l２ａ１

１４２６

１２６４

１５６４

１０９１

１２６０

箒 回

ＢＰ

ＷＬ

ｓＲ

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

l７Ｌｇ

１６０４

１４０７

１３９８

１３９６

１３０８

第三回

ＷＬ

ＢＰＦ
１
正

ＳＲＦ
１
正

ＮＨＦ
１
正

対照区

ホルモン区

対照区

ホ'レモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモニノ区

１３８７

ｇＺ８

１２６０

１１ａ６

１４９４

１２Ｚ９

１７日３

１７６４
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冠
ホルモ:/務絢乙上ろ一時的な雛の影舞は予備試験最も甚だし<対照区１７６５９の増体

に比し２０６９である第１回試験の場合はこ、予備賦麟の結果よｈホルモン移植H働土各

区共体重の大きい個体よ、移植したので７週末よ、８週末までの１週間の増体没は対照

区が多い。藷２回第３回試験に於てはホルモン移植時の雛の区分は両区共出来得るだけ

均一としたのでホルモン移植直後の増沐赴はＮＨＦ，正寺のぞいて各区共ホルモン区が

おとる｡

ホルモン移植による発育の一時停帯は樹直の時期。季節。健康度，注錠の処理等によ、

差がある様に思われろ。

〔参考〕

奥山氏(1)は注錠は１８０匁位の雛に行い１２０～１３０匁のものに対する処理は発育を

才非常に阻害し屑雛方生ずろと述べ一戸氏但摩もカポンタツプォ７００９前後、雛に用

用い注錠に際してはある限度以上の体重才必要としそれ以下では処理によｈ著しく発

育が阻害されるよう思』つれろと途ぺてぃzio

増体壁の変化については狩野氏(３１は１２０匁の白色レグホーン．１６０匁、$;B斑プリ

マスロツク雄４６０匁の白レグ､織供試鶏として注錠才行い体重の変化は幼若な雛に

移植した場合には効果があ蚕と述べていろ。

高橋氏(4)もトサホルモンォ用いての効果方認めていZ1゜これに対し米野氏ら揃後３回

に分けて行った結果噸1本率は対照区に比し必ずしもよくたいと述べていろ。仲野氏(6）

も同様の傾向才認いていろ。

●□
』

一・画

◎飼料の給与堂単位ｇ

飼料の給与丘は雛の楼取状態に上ｈ増減し常に残餌ｍない様に努め各区毎日その給与近在

記録した。

１）品圏間の飼料給与量は第１回試験のＳＲ才除き，１００９増体に要した飼料、蛍はＷ

Ｌと比較するｍに他ｍ品種は全部飼料の摂取蛍は少し､。
6℃Jo

2）ホルモン注錠による飼料の摂取量は各区対照区と、間に大差はｔcいが梢と多い程度で

あった。

でるしニーー

－７１－

■1glliiiinii里iihliIqdQmニーーーーニー蝋！
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のびb

－ｂ

･●0 購鼎

（

正c｡

８４０

一ルモン区 ３５００

１０２３

Ｂ･に■

１０

１０

１０

p■

￣

刃Ｐ

－７２－

匙

回数 唾類
7週までの100
g増体に要し

た飼料の量
指数 区分

８－１２週間の
1009増体に要
した飼料の量

指数

第１回

ＮＨ

ＮＨＦ，逆

ＳＲ

ＳＲＦ，逆

ＷＬ

２５２７

２５貝，

２５Ｌ１

２６０１

２６９６

ｇａ７

９４９

９３１

９６５

１００

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

３４Ｚ９

３５００

４oz４

４０６４

４２６３

４２３L９

３７ａ８

３７ｺ７

４１４４

４３０７

８４０

８４５

ｇＢ３

９８１

１０３１０

１０２３

９０２

９０２

１００

１０ｺ９

露２回

ＢＰ

ＷＬ

ｓＲ

２５９７

２６ｺ３

２６T２

９８６

１００

101.5

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

４０６２

４０９９

４０８６

４７６０

４０ｺ７

４１５L７

９９４

１００３

１００

１１６５

９８８

l０Ｌ７

第３回

ＷＬ

ＢＰＦ
１
正

ＳＲＦ
１
正

ＮＨＦ１正
●

２９６７

２９日０

２８ａ５

２７２８

１００

９９４

ｇａ６

ｇＬ９

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

４３６１

４６４６

３９８７

４１Ｚ８

３８ｺ８

４３３L４

４０４１

４２４０

１００

１０６５

ｇＬ４

９日８

８８０

９９４

９２６

ｇＺ２
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①解体成績

解体は箒１回第３回試験のものち各区よ''１１羽ずつ解体し肉避，内臓．骨等存秤世したが

各区１羽ずつであるので下表は可食部とその率のみに止めた。

回發ｒＩＩ更霧

１４６

；
一
’
一
３

フ
’
（
Ｃ
ｌ
【
Ｉ

５
ｌ
４
－
８
ｌ
０
－
４
－
６
ｌ
２

蓑了

巌
●

；且鳶

ホルモン区は対照区に比較して皮膚簿く弾力に富み胸背特に腹部には多鐘の皮下脂肪が沈

着し外観一見雌の様な柔軟性のあz､箙部、状態方示し且つ内臓にも脂肪のｶﾞｵ完卜があった。

尚睾丸は萎縮していた解体成績は各区１羽であるので参考の域にとどあ舌。

⑥鶏冠．肉髭．外観、変化

ホルモン移植による鶏冠．肉髭、外観の変化は白色レグホーン極力顕著に現われ鶏冠．肉

垂葛’

ｌ￣

■--、

-,5.,
,-アマ-゜､

!●｡」

－７３－

篭！

111111111111119111111111111111191111111,19Q1I191QuImql91911U1Iiiq11in1gpn,nIilji

回数 種類 区分
放血毛抜
後体重

可食部
重世

率

第１回

ＮＨ

ＮＨＦ
１
逆

ＳＲ

ＳＲＦ
１
逆

ＷＬ

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

Ｌ４６０

Ｌ５８５

1．３９５

1，５００

1．３４５

Ｌ４８０

Ｌ２９５

1，５０５

ＬＯ７０

1，２７０

９２７

ＬＯ２３

８４５

８９６

７６１

８５２

７８４

９５３

６４６

８６７

６ａ４

６４５

６０６

５９７

５６６

５２５

６０５

６ｺ３

６０３

６８２

箒３回

ＷＬ

ＢＰＦ
１
正

ＳＲＦ
１
正

ＮＨＦ
１
正

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホルモン区

対照区

ホ'レモン区

1．１０５

９６５

ＬＯ９０

1，１９５

1．１０５

ＬＯ８０

1．１３０

Ｌ２００

６３０

６１３

６２６

６４３

６３３

６１５

６７１

６９７

５ＺＯ

６ｺ５

５２４

５３８

５Ｚ３

・５６９

５９３

５８１
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代 ;了〈r職、総果から抜雄､育成としてＮＨが優れて居り,ＢｐＳＲ並にＷＬと}ｉｌＭｌｌ<、ＮＨシ
：ｌ

ｉｍｌ代雑砺との各点の問には大差はなく。ＷＬよの優っていz｝ことが繍めp,ｵし.小ル』１Wｿﾘﾙ.ｲ;拶植

芦することによって増体率並に飼料効率に有意の差は認められないが夕|観の肉側IH1IAi耐DDW7卜防．

ｈ」とには有効であ覇と思われろ。

Ａｒ尚．本試験はi豐業技術研究所森本宏氏日本科学飼料協会久j;ｍ秦氏の優U協力によってな６１Ｍしに

ｺﾞｧものであること在特記して深甚の謝意を表す扇。
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